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が開発された。この CGS からの bFGF 徐放は、正常マウス、糖尿病性マウスの全層皮膚
欠損創で血管新生、真皮様組織形成を促進し、ヒトの糖尿病性潰瘍での臨床試験では

























へのHGF付加で更に血管新生が促進され、CGS からの HGF と bFGF 同時徐放は全層皮膚欠
損創に有効であると考えられた。 
【結論】 









【方法】まず、in vitro で CGSからの HGFと bFGFの徐放を検討した。次いで正常マウス背部
に全層皮膚欠損創を作成し、5 群の溶液(生理食塩水[NSS]、HGF10µg/cm2 [HGF-L]、HGF 50µg/cm2 
[HGF-H]、bFGF7µg/cm2 [bFGF]、HGF10µg/cm2+bFGF7µg/cm2 [HGF+bFGF])を含浸した CGSを貼付し、
貼付後の創面積、新生上皮長、真皮様組織の断面積、新生血管の数および断面積を評価した。 
【結果・考察】CGS からのHGF単独、HGFと bFGF同時徐放ともに可能であった。動物実験では、
1週では HGF-L群は NSS群と比べ、新生上皮の伸展を示した。2週では bFGF含有 2群が全項目で






したがって、本論文は博士（ 医 学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成 ２９ 年 １２ 月 ２６ 日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
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